児童期における正負感情の経験と感情表出性が心身の健康に及ぼす影響 by 辰野 浩美
  
 








Effects of positive and negative affect and emotional expressivity 













The joint graduate school in science of school education, 




























































第Ⅱ部 感情表出性尺度 教師評定版と自己評定版の作成・・・・・・・・・・・・29 
 


























第Ⅲ部 感情表出性および正負感情と健康・適応の関連・・・・・・・・・・・・ 56 
 
第７章 教師評定による感情表出性および正負感情と健康・適応の関連 


































































そして今後の予防教育への適用の可能性  ・・・・・・・・・・・・・・124 
 
















































































































































































































コミュニケーションという役割があり（Trierweiler, Eid, & Lischetzke, 2002），社会的
相互作用をもたらす．しかし不適切な感情的な反応は，良好な人間関係形成を阻害する
など社会的な困難とも関連する(Gross & Thompson, 2007)． 
感情および感情の表出は個人の健康や社会生活に影響を及ぼすものなので，人は自ら
の感情状態をコントロールすることを社会的にも個人的にものぞまれている．この，自
らの感情状態をコントロールすることを感情制御(emotion regulation)といい，Gross & 
John (1998)は,感情制御は，感情的反応を増加，保持もしくは減少するために使用する
意識的無意識的方略の全てを含むものと定義している．感情制御は他者との円滑な対人
相互作用にとって必要不可欠であり(Demaree, Schmeichel, Robinson, & Everhart, 




Kennedy-Moore & Watson (1999)が提唱したモデルをもとに抽出してみることとする．
























































































そして，正負感情などの認知された感情は，先述した Gross & John (1998)，及び




体的反応に大きな変化が起こる(澤田，2009； 高橋，2008；Trierweiler et al., 2002)．
そして表情・しぐさ・など非言語的に表れ，本人に意識された主観的な感情は言語とし
て表される(澤田，2009；高橋，2008；Trierweiler et al., 2002)． 




に感じている感情とは別の感情を表出する，という 6 つに分類される(Ekman & Friesen, 
1969; Ekman & Friesen, 1975).日常生活における感情表出は，感情を感じたままに表







情での感情表出が促進されることがある(Chovil, 1991; Fridlund, 1991)．またその他者
は社会とみることもできる.社会的な慣習に基づいた，どの感情を抑制・強調すべきか等
に関する，暗黙のルールを表示規則というが，その表示規則に従って，人は自分の情動












と(Gross & John, 2003)などが明らかにされている． 
そして感情の表出・不表出を，より特性的に捉えた感情表出性（emotion expressivity）
という概念もある．女性は男性よりも感情表出性が高い人が多く（King & Emons,1990; 
Kring & Gordon, 1998），同じ映画を見た場合，男性も女性も経験する感情に違いはみ
られないが，感情表出は女性の方がすべての感情において豊かであった(Kring & 
Gordon, 1998）．また，感情の種類によっても感情表出性が異なるとも言われており
（Gross & John, 1995; King & Emmons, 1990; Osterhaus, 1999)，楽しい映画をみた
場合の感情表出が，悲しい映画や恐ろしい映画を見た場合よりも，感情表出が多かった













 感情表出（emotion expression, emotional expression, emotion expressiveness）に
ついての研究は基礎的な研究が古くからおこなわれていた．1900 年代前半には，表情か
らの感情の判断(Langfeld, 1918; Munn, 1940)，感情とその表出の関係(Carr,1917)など，
感情と，複数の感情反応の中でも表情との関連を行う研究がなされていた．1900 年後半
に入ると，様々な研究が行われた．まず感情表出を客観的にとらえるための測定方法の
研究(Denny, Denny, & Rust, 1982; Gangestad, & Snyder, 1985; Lefcourt, 1966; 
Russell & Bullock, 1985; Snyder, 1974)，感情表現の認知における精神神経疾患患者の
問題(Zsemlye & Moussong-Kovacs，1967), 早発性痴呆の感情表現(De Bruyn , 1909)，
片側の脳障害患者の感情表現の経路(Borod, Koff, Lorch, & Nicholas, 1985)など疾患と
感情表出の関連，母子関係における 6～8 ヶ月児の感情表出の安定性(Slee, 1984)，感情
表出の機能としての母子間の凝視パターン(Slee, 1985)など母子の関係と感情表出との
関連を明らかにする研究，幼児は静的な表情を読み取れるか(Caron, Caron, & Myers, 
1985)，感情の表出と反応のコントロールの発達(Bronson, 1966)，乳児の感情制御と感
情表出の性差(Weinberg, Tronick & Cohn, 1999)などの発達的研究が行われ，同様の系
統の研究が今日に至っている．そのような中で，感情表出性（emotional expressivity）
という用語を用いた研究が 1970 年頃よりみられはじめた.Turner & Peterson (1977)は，
公的自己意識・私的自己意識と感情表出性の関連を明らかにした．感情表出性として，
怒りを感じるときと意気揚々とするときの反応を調査していた．その後，用語としては，
emotion expression, emotional expression, emotional expressiveness, emotional 
expressivity など様々に用いられていて，厳密に違いが定義づけられていないことが多
いが，1990 年頃より更に増加しており，感情表出性の尺度作成や構造の解明(Gross & 
John, 1995; Gross & John, 1997; Kring, Smith, & Neale, 1994)，男女の性差(Heinhold, 
Kerr, & Palladino, 1998; Hess, Sene´cal, Kirouac, Herrera, Philippot, & Kleck, 2000)，
母子関係や家族間の関係性における感情表出性(Berlin & Cassidy, 2003; Eisenberg, 









るか，という点において違いがあり，結論はでていない．Kring, Smith, & Neale (1994)
は，前者の立場をとり，「感情のタイプや表出方法を仮定せず，様々な感情を表出する，
一般的な性質」と定義し，一因子構造の測定尺度を開発した． 
一方，King & Emmons(1990)，Gross & John(1995)は，感情価など，感情に特有の
構造をもって感情表出性を捉えた．King & Emmons(1990)は正感情の表出（expression 
of positive emotion），負感情の表出（expression of negative emotion），親しみの表出
（expression of intimacy）を捉えて感情表出性の構造とした．また Gross & John (1995)





























al., 2001; Kring & Sloan, 2007; Kring, Smith, & Neale, 1994; Michalik, Eisenberg, 
Spinrad, Ladd, Thompson, & Valiente, 2007; Strayer, 1993; Wanger & Lee, 2008; 
Weinberg & Tronick, 1994)，古くからよく使用されている方法である．例えば，Strayer 
(1993)は, 5～13 歳の子どもを対象に，ビデオを見ている間の表情を見て，負感情および




どもが共に遊んでいる様子を観察してコーディングした．Kring et al.(1994)及び Kring 
& Sloan (2007)は，対象者がビデオを見ている間の表情を valence（感情価）別に頻度，




の観察者で判定(Wanger & Lee, 2008)したり，乳児や母親を対象に，凝視の方向，発声，
























Prince, Riggio, & Dimatteo (1980) は，表現の豊かさを測定する尺度（ Affect 
Communication Test；ACT）を作成した．しかしこれは，極端な表出性をもつ，カリ
スマ的な人を特定するような尺度であった(Kring et al., 1994)． 
感情表出性には特有の構造があると捉え，その構造をもとに作成された尺度には，
King & Emmons (1990) が 作 成 し た The Emotional Expressiveness 
Questionnaire(EEQ；16 項目，7 段階評価，α= .63～.74)と The Ambivalence Over 
Emotional Expressiveness Questionnaire (AEQ; 28 項目，5 段階評定，α= .77, .87)の 2
つがある．EEQ は，感情表出を正感情の表出（expression of positive emotion），負感
情の表出（expression of negative emotion），親しみの表出（expression of intimacy）
という 3 因子構造でとらえたものであり，AEQ は感情表出についての個人のアンビバレ
ントな考えや努力を調べるものである．また Gross & John (1995)は，内的な感情体験
や正負感情の表出を評定する， 3 因子構造の尺度 The Berkeley Expressivity 
Questionnaire (BEQ; 16 項目，7 件法，α= .85)を作成した．他にも，家庭での悲しみ
や心配，喜びなどの感情表出を測定した The Familial Emotional Expression scale for 
Children and Adolescents (FEECHA: Osterhaus, 1999)，The Self-Expressiveness in 






一般的な性質」と定義し，一因子構造であると捉えた Kring et al. (1994)の作成した尺
度は，Emotional Expressivity Scale (EES; 17 項目，6 段階評定，α= .91)である．Dobbs, 














expression scale for children (Penza-Clyve & Zeman， 2002) があるのみである．この
尺度は 9 歳から 12 歳の子どもを対象としており，Penza-Clyve & Zeman は，児童期の







































低下する(Sallquist, Eisenberg, Spinard, Reiser Hofer, Zhou, Liew, & Eggum, 2009)，
神経発達と他者の視線や感情表出との関連(Hoehl, Wiese, & Striano, 2008)，感情の表
出，感情経験や生理学的変化の性差(Kring & Gordon, 1998)，感情の表出と反応のコン










1981)，失感情症など精神疾患と性格特性との関連(Riggio & Riggio, 2002; Wanger & 
Lee, 1994)，精神的苦痛による階層的な構造と関係(Barr & Kahn, 2008)などがあり，子






健康な女性の感情的な表現(Fernandez-Ballesteros, Ruiz, & Garde, 1998)，健康な女性
の感情表出とオキシトシン分泌の関連(Riggio & Riggio, 2002)，思春期の頭痛患者と感
情表出(Osterhaus, 1999)などの研究が行われていた.また，学童期の子どもの感情表出
と 喘 息 患 者 の 肺 機 能 (Bray Theodore, Patwa, Margiano, Alric, & Peck, 2003;    





の制御されていない感情表出 Eisenberg, Gershoff, Fabes, Shepard, Cumberland, 
Losoya, Guthrie, & Murphy, 2001)，子どもの共感性や感情表出と親の共感性・感情表
出・養育態度との関連(Berlin & Cassidy, 2003; Eisenberg et al., 2001; Eisenberg, 
Zabes et al., 2003; Valiente, Eisenberg, Shepard, Fabes, Cumberland, Losaya, & 
Spinrad, 2004)が明らかにされた.さらに縦断的研究(Abe & Izard, 1999; Eisenberg, 
Valiente, Morris, Fabes, Cumberland, Reiser, Gershoff, Shepard, & Losaya, 2003; 







 感情表出性とパーソナリティの発達における関連(Abe & Izard, 1999)や幼児の向社会













































































の質問紙は，Clinical Positive Affect (CPAS; Nierenberg, Bentley, Farabough, Fava, & 
Deckersbach, 2012)，Brief Mood Introspenction Scale (Mayer & Gaschke, 1988), 
Center for Epidemiologic Studies Depression Scale (CES-D; Radloff,1977)の正感情下
位尺度など数多くあるが，代表的な測定尺度としては，Positive Affect Negative Affect 




情各 10 語の形容詞を用い，5 件法で回答を得るものである．測定する感情は，回答して
いる今の感情だけでなく，今日，ここ数日，ここ 1 週間，ここ数週間，ここ 1 年，通常
という，様々な時間範囲での感情経験の程度について評定でき，つまり状態としての感
情経験の測定も，特性としての感情経験の測定も行えるようになっている．さらに，こ
の PANAS は，小学校 4 年生から 8 年生の子どもを対象にした尺度も作成されている
（Laurent, Catanzaro, Joiner, Rudolph, Potter Lambert, Osborne, & Gathright, 
1999: PANAS-C)． 
 日本での測定尺度は，Watsonが作成した日本語版PANAS ( Watson & Clark, 1989)が
あり，これは正負感情それぞれ11項目を5段階評定で行うものである．他に佐藤・安田
（2001）の日本語版PANASや岩手版PANAS（阿久津，2008），子どもを対象にした






正負感情の乳児における情動の出現と発達について，Holdynski, & Friedlmeier 
(2006)は，新生児のうちから苦痛を泣くことによって表出し，他にも嫌悪，驚きや快さ
等を表出しているが，これは外的，内的刺激によって引き出された先駆的情動であり，


















が乏しくなることや，子どもも抑うつ症状を示すこと（Duhig & Phares, 2009; Sharron, 
Sunita, Joy, Daniel, H., Daniel, F., & Lam, 2009），親の正負感情の傾向，特に負感情
が子どもの自己効力感の低下に影響を及ぼす（ Butler, Berg, King, Gelfand, 











性など身体的反応に大きな変化が起こる(Ohira, Nomura, Ichikawa, Isowa, Iidaka, 
Sato, Fukuyama, Nakajima, & Yamada, 2006； 澤田，2009；高橋，2008；Trierweiler, 
Eid, & Lischetzke, 2002)．特に負感情は身体的反応を誘発しやすいため，循環器系・心
臓疾患や癌，精神疾患など，様々な健康・適応との関連が明らかにされている．例えば，
慢性的な怒りや敵意が，心臓疾患の危険因子であり（Miller, Smith, Turner, Guijarro, & 
Hallet, 1996），うつや不安は心臓疾患の予後にも関連している(Hemingway, & Marmot, 
1999）．また怒りなどの感情は癌の発症や罹患，進行の速さと関連し(Grossarth-Maticek, 
Siegrist, & Vetter, 1982)，抑うつ傾向が高い人は，負感情の緩和動機が低く，負感情経
験時にネガティブな記憶を選択的に想起しやすく(Josephson, Singer, & Salovey, 1996)，






回復効果（undoing effect）があるとされている(Fredrickson, Mancuso, Branigan, & 
Tugade, 2000)．この回復効果とは，負感情を経験した後に正感情が生起すると，負感情
経験によって亢進していた心臓血管系の反応がよりはやく回復するという現象である．
また正感情は，免疫系の反応も高め(Lefgourt, Davidson-Katz, & Kuenemen, 1990; 
Valdimarsdottir & Bovbjerg, 1997)，皮膚のバリア機能の回復も早める (Robles & 
Brooks, 2009)．他にも，加齢に伴う長期的記憶力の低下を和らげる効果（Allen, Kaut, 
Baena, Lien, & Ruthruf, 2011)や，健康的な生活習慣の実施と関連しており，正感情の
高い人は運動をする傾向があり(Garcia, Archer, Moradi, & Andersson-Arntén, 2012; 
Lox, Burns, Treasure, & Wasley,1999)，喫煙行動と否定的に関連している (Garcia, 






関連があり(Hutchinson, Rapee, & Taylor, 2010)，過食行動のある子どもたちに 6 ヵ月
間フォローアップを行うことで，負感情の影響が減少していた(McCabe, Ricciardelli, & 
Karantzas, 2010)．また，仲間はずれに伴う負感情が，数年後の不適応行動を引き起こ
す(Nesdale & Lambert, 2007)ことや，正感情が問題解決型対処行動と関連し，負感情
が回避対処行動と関連していたこと(Crook, Beaver, & Bell, 1998)などストレス対処と
の関連も明らかにされている．正負感情と性格傾向との関連において，正感情傾向が高
い子どもは落ち込みと，負感情傾向が高い子どもは不安と落ち込みと関連があり
（Hughes & Kendall, 2009)，高い負感情と低い正感情両方をもつ子どもは，どちらか

























行動を減少させ(Daiute, & Buteau, 2002)，女性が怒りを抑制した場合呼気終末時の二酸
化炭素濃度が収縮期血圧を高める効果が強くなること(Scuteri, Parsons, Chesney, & 
Anderson, 2001)など，いくつかの関連が明らかにされている(Spielberger, Jonson, 
Russell, Crane, Jacobes, & Worden,1985; Steffen, McNeilly, Anderson, & 
Sherwood,2003)．日本においては，正負感情と感情抑制の短期生活満足度への関連を調




んどみられない．しかし，Barr, Kahn, and Schneider (2008)は，正感情の表現が表出が
不安と落ち込みが負に関連していることを示し，Feng, Keenan, Hipwell, Henneberger, 



















































































































個人は社会的に不利におかれる(Eisenbergn et al., 2003; 澤田，2009)．また非常に高
くネガティブ感情を表出するか，もしくは不表出な幼児は問題行動を外在化する傾向が
ある(Cole et al., 1996; Eisenbergn et al., 2001)．このように，極端な感情表出性が日常
生活に支障を及ぼすような行動につながるばかりでなく，気管支喘息の子どもたちが，










John(1995)や King & Emmons (1990)など，様々な研究者が尺度を作成している．
しかし，これらの尺度は，様々な分類が可能な感情表出性において，構成概念があ
いまいなままであったり，感情の種類や手段など，感情表出の特定の特徴だけに集
中する等の問題がある(Gross & John,1998; Kring et al., 1994)といわれている．一方，
Kring et al. (1994)は，感情表出性を感情価または手段に関係なく，表明する方に向
かう，一般的な性質として捉え，一因子構造の尺度 Emotional Expressivity Scale 
(EES 尺度)を作成した．序論でも述べたように，本研究では，感情表出性を個人の特性
























地方都市の小学校 6 校に在籍する小学生 4～6 年生 570 名を，調査対象者とした．欠
損値があった者を除外し，最終分析対象者は 561 名（4 年男子 95 名，同女子 80 名，5
年男子 92 名，同女子 84 名，6 年男子 105 名，同女子 105 名）およびその担任 23 名（男
性 9 名，女性 14 名，教職歴 5 年未満 5 名，5～10 年 3 名，10～20 年 3 名，20 年以上
11 名）であった． 
再テストは，この対象者から学年及び男女の差が少なくなるよう留意しながらクラス
担任に依頼し，11 名の担任（男性 5 名，女性 6 名，教職歴 5 年未満 3 名，5～10 年 1
名，10～20 年 1 名，20 年以上 6 名）から同意が得られた．その結果，小学生 285 名（4
年男子 32 名，同女子 28 名，5 年男子 60 名，同女子 53 名，6 年男子 52 名，同女子 50










ら「いつもそうだ」6 点の 6 件法とした．逆転項目は「決してそうではない」6 点から
「いつもそうだ」1 点と逆に配点し，総合計点が高いほど感情表出性が高いことを示す
配点とした． 









ぎに男女別に行なった．固有値 1 以上を基準に因子数を決定し，因子負荷量.40 以上で
あることを確認した．因子の寄与率，Cronbach の α 係数も求めた． 
次に再検査安定性の確認のために，1 回目の得点と 2 回目の得点の相関係数を，全体

















Table1 のとおりである．まず 561 名全員を分析対象とし，固有値 1 以上の基準で１因
子が抽出された．いずれの項目も因子負荷量は .40 以上であり，寄与率は 58.61％であ



























1 この子どもは，感情を表に出すほうだと思う．  .87  .87  .86
2 人は，この子どもを感情的でないと思っている．＊  .76  .76  .74
3 この子どもは，自分の感情を自分自身の中に留めている．＊  .79  .81  .75
4 この子どもは，他の人から，周りのことに無関心だと思われる
ことが多い．＊ 
 .54  .54  .53
5 人は，この子どもの感情を読み取ることができる．  .80  .82  .77
6  この子どもは，自分がどう感じているかを他人に見せることが
好きではない．＊ 
 .76  .78  .73
7 この子どもは，人の前で泣くことができる．  .62  .60  .63
8 この子どもは，たとえ感情を強く感じていたとしても，人に自
分の感情を見せない．＊ 
 .84  .84  .83
9  人は，この子どもが感じていることを容易に見ることはできな
い．＊ 
 .81  .84  .77
10 この子どもは，あまり感情を表に出さない．＊  .90 .92  .89
11 この子どもは，強い感情を体験しているときでさえ，外見上は
その感情を表さない．＊  
 .83  .85  .80
12 この子どもは，自分がどう感じているかを隠すことができない．  .59  .58  .57
13 この子どもは，人に自分の感情を表さない．＊  .89  .90  .88
14 人は，この子どもをとても感情的だと思っている．  .62  .62  .60
15 この子どもがどう感じているかは，人が思う“この子どもはど
う感じているか”とは違う．＊ 
 .59  .62  .54
16 この子どもは，自分の感情を内に留める．＊  .81  .85  .76
17 この子どもは，自分の感情を人に示す．  .86  .87 .84
寄与率(%) 58.61 60.46 55.14












を算出した．全体 r= .89，男 r= .91，女 r= .85 と高い値が得られ，感情表出性尺度教師
評定版は高い安定性をもつ尺度であることが示された(Table 2)． 
 
Table 2.  感情表出性尺度教師評定版 再テスト安定性 
   感情表出性教師評定再テスト得点 
EES 教師評定得点 全体 .89** 
 男子 .91** 
  女子 .85** 




感情表出性尺度教師評定版の基礎統計量と性（男女）と学年（4,5,6 年）の 2 要因分
散分析の結果を Table 3 に示す．全体の平均点は 66.1 点，男子は 68.6 点に対し女子は
63.4 点であった．性別で感情表出性尺度得点の差があるかどうかについて t 検定を行っ
たところ有意差が見られた（t= 4.21, df= 559, p< .01）．尖度，歪度の分布からその歪み













Table 3. 男女別，学年別にみた感情表出性尺度教師評定版の統計量 
  学年  主効果† 交互 
作用†   4 年生 5 年生 6 年生 性 学年 
男子 75.45 (1.49) 64.74 (1.51) 67.09 (1.53) 17.76** 17.17** 2.02 
女子 67.90 (1.62) 62.98 (1.58) 60.49 (1.53)    
全体 71.68 (1.10) 63.86 (1.09) 63.79 (1.08)       
N=(4 年生：男子 95 名，女子 80 名，5 年生：男子 92 名，女子 84 名，6 年生：男子
105 名，女子 105 名) 
** p< .01 
†F 値 














調査 1 で，感情表出性尺度教師評定版で評定した 570 名の小学生のうち，391 名に物
語り法，194 名に仲間評定を実施した．欠損値のある者を除外し，最終的な分析対象者
数は，物語り法は 358 名（4 年男子 63 名，同女子 54 名，5 年男子 63 名，同女子 67 名，
6 年男子 56 名，同女子 55 名），仲間評定は 179 名（4 年男子 29 名，同女子 26 名，5











 研究 1 で作成された質問紙を使用した．質問紙は全 17 項目であり，その合計得点が




























Table 4. 物語り法質問項目 
感情の























































感情表出性と仲間評定の相関をみるために，ピアソンの相関係数を求めた(p < .05) ．使



















感情表出性尺度教師評定版合計点と物語り法の相関係数は，全体 r= .14，男子 r= .11，










Table 5. 感情表出性教師評定合計点と物語り法および仲間評定の相関 
 
物語り法 仲間評定 
全体 男 女 全体 男 女 
感情表出性 
教師評定合計点 
.14* .11 .19* .51** .39** .62** 
* p< .05, ** p< .01 
 
 
４．研究 1 と研究 2 の総合考察 
 
本研究では，小学校 4 年生以上の児童を対象に，感情表出性教師評定版作成を目的と
し，研究 1 で感情表出性尺度教師評定版の内的整合性及び因子的妥当性の検討，研究 2
で構成概念妥当性の検討を行った． 
















































































そこで筆者らは，研究 1 および 2 において，感情表出性 Eisenberg らの開発した，教
師が子どもの感情表出性を評定する Emotional Expressivity Scale (Eisenberg et al., 
2001）をもとに，日本の児童を対象に感情表出性を測定する，感情表出性尺度日本語版
を作成した．この尺度は 17 の質問項目からなり，原尺度と同様に教師による他者評定
尺度である．1 因子構造をなし，因子負荷量 .40 以上，寄与率は 55～60%，α 係数 .95，
再テスト安定性ｒ= .85～.91 と，因子的妥当性，内的整合性及び安定性が確認された．
併存的妥当性において，感情表出性尺度の中の 3 項目を活用した仲間評定との相関はｒ

































⑥わたしは，自分の気持ちを素直に出す，という 6 項目を作成した．  
評定は，感情を表出する内容の項目を「まったくあてはまらない」1 点から「とても






調査対象者は，地方都市の小学校 2 校に在籍する小学生 449 名を対象とした．欠
損値のあった者を除外し，最終的に計 395 名（4 年生男子 51 名，4 年生女子 64 名，
5 年生男子 71 名，5 年生女子 89 名，6 年生男子 59 名，6 年生女子 61 名）を分析対



















 質問紙の因子的妥当性を検討するため，まず 395 名全員のデータを対象に，主因子法
による因子分析を行なった．次に男女別にも同様に因子分析を行った．結果は Table 6
のとおりである．その結果，全員分の因子負荷量は  .16～  .64，α係数  .58，寄与率
33.88%であった．男子の因子分析結果は因子負荷量 .27～ .54，α係数  .56，寄与率
32.04%，女子の因子分析結果は因子負荷量 .18～ .65，α係数 .59，寄与率 35.70%だ
った．因子負荷量，α係数 .56，寄与率いずれも低値であり，因子的妥当性に問題があ
ると判断した． 
 そこで，因子負荷量の低かった，②と⑤の項目を除外し，計 4 項目で再度因子分析を
行った．その結果は Table6 に示す．その結果，全員分の因子負荷量は .48～ .67，α係
数 .64，寄与率 48.72%，男子の因子分析結果は因子負荷量 .48～ .58，α係数 .59，寄




















Table 6. 感情表出性自己評定尺度 6 項目の質問項目および探索的因子分析における因
子負荷量（全項目） 
項     目 因子負加量 
  全体 男子 女子
1 自分の気持ちは，そのまま表に出ることが多い． .599 .540 .649
2 わたしは、自分の気持ちが表に出ないようにする。＊ .247 .344 .497
3 わたしは，自分の気持ちをすぐに人に言う． .640 .465 .349





6 わたしは，自分の気持ちを素直に出す． .516 .542 .514
寄与率(%) 33.875 32.038 35.700








Table 7. 感情表出性自己評定尺度 4 項目の質問項目および探索的因子分析における因
子負荷量（４項目） 
項     目 因子負加量 
  全体 男子 女子
1 自分の気持ちは，そのまま表に出ることが多い． .578 .482 .659
3 わたしは，自分の気持ちをすぐに人に言う． .677 .582 .746
4 自分の気持ちは，すぐに顔に出る． .513 .481 .527
6 わたしは，自分の気持ちを素直に出す． .483 .519 .486
寄与率(%) 48.718 44.592 52.383


















 地方都市の小学校１校における 4 年生男子 41 名，女子 42 名，5 年生男子 46 名，女
子 45 名，6 年生男子 49 名，女子 51 名の合計 274 名を対象に実施した． 






 感情表出性尺度自己評定版 6 項目で調査を実施し，分析の段階では，調査 1 で因子的




点の 4 件法である． 
 








攻撃」の 16 項目 2 尺度構成として使用できることが確認されたものである（山崎・坂
井・曽我・大芦・島井・大竹，2001）．「表出性攻撃」は「たたかれたりけられたりした
ら必ずやりかえす」など 8 項目，不表出性攻撃は「友達のなかにはいやな人が多い」な























分析は，各尺度の合計点を算出し，学年と性の二要因分散分析を行なった( p < .05)．
次に感情表出性と感情抑制，感情表出性と表出性攻撃の相関係数，感情表出性の再テス






































Table 8. 男女別，学年別にみた各変数の平均得点（標準偏差） 
    学年 主効果† 交互 




子 9.37 (1.80) 9.33 (2.24) 8.82 (1.58) 99.21** .89 1.7 
女
子 6.71 (1.17) 7.27 (1.76) 7.12 (1.85)    
全
体 8.02 (2.01) 8.31 (2.26) 7.95 (1.91)    




子 7.05 (1.55) 7.11 (1.78) 7.33 (1.57) 0.11    3.09* 4.8**
女
子 7.88 (1.73) 6.58 (1.62) 6.82 (1.69)    
全
体 7.47 (1.68) 6.85 (1.71) 7.07 (1.65)    




子 17.37 (4.68) 18.89 (4.99) 19.88 (5.21) 2.57  2.95  2.4  
女
子 18.19 (4.33) 16.56 (5.53) 18.57 (4.15)    
全
体 17.78 (4.50) 17.74 (5.36) 19.21 (4.72)      
（N=4 年生：男子 41 名，女子 42 名，5 年生：男子 46 名，女子 45 名，6 年生：男子 49 名，女子 51
名） 
** p< .01, * p< .05 
† F 値 




































Table 9. 各変数間の相関（全体） 
 感情表出性 感情抑制 表出性攻撃 
感情表出性 - .16** .25** 
感情抑制 - .17** 
表出性攻撃  
** p< .01 
 
 
Table 10. 各変数間の相関（男女別） 
 感情表出性 感情抑制 表出性攻撃 
感情表出性 - .08 .21* 
感情抑制 - .23** - .20* 
表出性攻撃 .32** - .15  





















 研究 3 において感情表出性自己評定尺度の因子的妥当性，並存的妥当性がやや低い結
果となったため，確認的因子分析を行った（Fig. 3, Fig. 4, Fig. 5）．修正指数を確認し，
項目 1と 4にパスを加えた結果，モデル適合度χ2＝1.10, (p= .29), GFI= .998, AGFI= .98, 








 全体 男子 女子 























Fig. 5 表出性 4 項目の確認的因子分析結果（女子） 
 
 




 本研究では，小学校 4 年生以上の児童を対象に，感情表出性自己評定尺度作成を目的






































性と感情抑制(r=- .23)，感情表出性と表出性攻撃(r= .32)であり，相関の平均が .2～ .4











評定だけでは捉えきれない側面があることが，研究 1 および 2 の，教師評定尺度作成の
結果からも推測できた．他者評定に加えて自己評定も行い，感情表出を総合的に捉える
ことができて初めて感情の健康・適応への影響を捉えることができると考える． 


































































































関連し(Crook, Beaver, & Bell,1998; Huges et al. 2009; Laurent et al. 1999; Lee & 
Rebok, 2002)，回避的対処行動をとりやすい傾向をもたらす (Crook, Beaver, & 
Bell,1998; Reijntjes, Stegge,& Terwogt , 2007)．そして，経験した感情の処理について，
感情の表出という側面から，表情に感情が表れにくい男子は友だち関係，女子は学習に
関して問題を生じ(Goodfellow & Nowicki, 2009)，表出が極端に多くても人間関係に関


























最終的に 305 名（4 年男子 48 名，同女子 48 名，5 年男子 61 名，同女子 52 名，6 年男
子 49 名，同女子 47 名）が分析対象者となった．また，教師評定は，この子どもたちの















１点から「いつもそうだ」6 点の 6 件法で回答した．逆転項目は「決してそうではない」
6 点から「いつもそうだ」1 点と逆に配点し，総合計点が高いほど感情表出性が高いこ
とを示す． 





（２）特性版正負感情尺度  (特性版 Positive and Negative Affect Schedule for 
Children : 特性版 PANAS-C) 
 
川村(2009)による日本語版正負感情尺度特性版を使用した．質問項目は「元気いっぱ
いな」「うれしい」等正感情 12 項目，「腹が立つ」「悲しい」等負感情 12 項目の計 24 の
感情を示し，普段どれくらいその気持ちを感じているかについて，「ほんの少ししか（ま
たは）全く感じない」1 点から「とてもよく感じる」5 点の 5 件法で測定する．子ども
自身による自己評定尺度である． 












各 5 項目計 20 項目からなる，自己評定尺度である．「全然あてはまらない」1 点～「よ
くあてはまる」4 点の 4 件法で，下位尺度ごとに合計得点を求める．点数が高いほどス
トレス反応が強いことを示す． 


































分析は，各尺度の合計点を算出し，学年と性の二要因分散分析( p < .05)，および感情
表出性と各変数の相関係数を算出した( p < .05)． 
 次に感情表出性，正感情経験，負感情経験を説明変数，各健康・適応変数を目的変数
として，学年別および男女別に 2 ステップから構成される階層的重回帰分析を行った( p 
< .05)．なお，これらの説明変数は Aiken & West (1991)にならい，多重共線性を回避す
るために，説明変数の測定値はすべて各平均値からの偏差に変換した．有意な交互作用
























力については，Tukey の HSD 検定によって多重比較を行った．その結果，感情表出性
は 4，5 年生よりも 6 年生が有意に低く(t = 5.29, p < .05)，学年進行に伴って感情表出
性が低くなっていた．抑うつ・不安感情は，4 年生と 6 年生の間に有意差があった(t = 1.26, 






13）．男女ともに，感情表出性と正負感情経験に正の有意な相関がみられた(r = .22, .33, 
p < .01)．学年別・性別でみると，感情表出性と正感情経験に有意な中程度の相関がみら
れたのは 4 年生の女子(r = .53, p < .01)と 6 年生の男子において(r = .41, p < .01)．5 年
生の女子においても有意な相関がみられた(r = .29, p < .05)． 
6 年生の男子において，感情表出性と有意な相関がみられた項目は，身体的反応(r 
=- .21, p < .05)，抑うつ・不安感情(r =- .31, p < .05)，不機嫌・怒り感情(r =- .32, p < .05)，
















Table 12. 男女別，学年別にみた各変数の平均得点（標準偏差） 
学年 主効果† 交互
作用†4 年生 5 年生 6 年生 性 学年 
感情表出性
 
男子 67.92 (11.79) 70.84 (12.76) 61.49 (20.68) 2.59 7.44* .21
女子 64.48 (10.95) 67.06 (15.09) 60.30 (17.83)    
全体 66.20 (11.45) 69.10 (13.94) 60.91 (19.24)    
     
正感情経験
男子 39.83 (13.03) 39.41 (12.12) 40.57 (11.89) .19 .00 .31
女子 40.60 ( 8.28) 41.12 (10.36) 39.81 (11.21)    
全体 40.22 (10.87) 40.19 (11.32) 40.20 (11.51)    
     
負感情経験
男子 27.35 (10.80) 26.74 ( 8.80) 25.08 ( 8.23) 1.04 .81 .11
女子 28.13 ( 8.97) 27.46 (11.15) 26.94 ( 8.84)    
全体 27.74 ( 9.88) 27.07 ( 9.91) 25.99 ( 8.54)    
     
身体的反応
男子 8.94 ( 3.69) 8.80 ( 4.20) 8.51 ( 3.35) .15 1.20 .56
女子 8.54 ( 3.38) 9.25 ( 3.83) 7.98 ( 3.23)    
全体 8.74 ( 3.52) 9.01 ( 4.02) 8.25 ( 3.28)    
     
抑うつ・
 
不安感情男子 8.35 ( 3.48) 8.02 ( 3.67) 7.10 ( 2.80) .41 3.67* .01
女子 8.65 ( 3.36) 8.17 ( 3.45) 7.38 ( 2.75)    
全体 8.50 ( 3.41) 8.09 ( 3.56) 7.24 ( 2.76)    






男子 9.13 ( 4.21) 9.18 ( 3.79) 8.73 ( 3.55) 1.95 .86 .58
女子 7.90 ( 3.20) 9.02 ( 3.99) 8.34 ( 3.32)    
全体 8.51 ( 3.77) 9.11 ( 3.86) 8.54 ( 3.43)    
     
無気力
 
男子 10.00 ( 4.05) 8.70 ( 3.47) 8.80 ( 3.99) 4.26* 3.15 .55
女子 8.90 ( 3.18) 8.46 ( 3.03) 7.70 ( 2.61)    
全体 9.45 ( 3.67) 8.59 ( 3.26) 8.26 ( 3.41)    
     
学校生活
 
享受感情男子 34.73 ( 5.86) 33.95 ( 6.73) 36.04 ( 6.62) 1.55 .56 1.34
女子 35.31 ( 5.79) 36.33 ( 5.25) 35.70 ( 6.16)    
全体 35.02 ( 5.80) 35.04 ( 6.18) 35.88 ( 6.37)       
N= (4 年生: 男子 48 名, 女子 48 名, 5 年生： 男子 61 名, 女子 52 名, 6 年生： 男子 49 名, 女
子 47 名)，** p< .01, * p< .05，†F 値，多重比較の結果(Tukey の HSD 法による）：感情表出




Table 13. 感情表出性と各変数の相関係数 
    4 年生 5 年生 6 年生 全体 
正感情 男子 .15   .11   .41 ＊＊ .22 ＊＊ 
 女子 .53 ＊＊ .29 ＊ .28  .33 ＊＊ 
負感情 男子 .11  -.02  .22  .12  
 女子 .07  .10  .15  .11  
身体的反応 男子 .21  .16  -.21 ＊ .04  
 女子 -.01  .12  .02  .08  
抑うつ・不安感情 男子 .11  .07  -.31 ＊ -.03  
 女子 -.02  -.02  .11  .04  
不機嫌・怒り感情 男子 .08  .19  -.32 ＊ -.03  
 女子 -.11  .16  -.01  .05  
無気力 男子 .07  .12  -.35 ＊ -.09  
 女子 -.22  -.03  .02  -.04  
学校生活享受感情 男子 .13  -.13  .31  .08  
  女子 .25   .04   .08  .11   







学年別および男女別に 2 ステップから構成される階層的重回帰分析を行った(Table 14)．
投入方法としては，第 1 ステップで，感情表出性と正感情経験及び負感情経験を，第 2
ステップで感情表出性と正感情経験の交互作用，感情表出性と負感情経験の交互作用，







第 1 ステップで有意な係数を示し，かつ第 2 ステップで交互作用を投入してもなお有意
な標準回帰係数( β )を示した場合を，有意な主効果として捉え，論文中には第 2 ステッ
プの係数を記述することとする．結果として，感情表出性は 4･5 年生で身体的反応(4 年
生 β = .22, p < .05，5 年生 β = .18, p < .05)，5 年生で不機嫌・怒り感情(β = .25, p < .01)
と有意な正の係数が示され，学校生活享受感情において，5 年生で有意な負の係数が示









次に交互作用について述べる．交互作用は，第 2 ステップでの重決定係数の増分( ΔR2 )
が有意な場合の，有意な標準回帰係数( β )を示す場合について主に述べる．交互作用は
以下の 3 つの有意な交互作用が認められた．Fig. 6 に示すように，4 年生において，無
気力に関して，感情表出性と負感情経験の交互作用が有意な負の関連を示していた(β = 
- .27, p < .01, ΔR2 = .08, p < .05)．しかし，各線分の傾きの有意性を検定するために t
テストを行ったが，いずれも有意ではなかった(高負感情 t =-1.99, p > .05; 低負感情 t 
=1.22, p > .05)ため，交互作用の効果は明確にはならなかった．  
さらに，Fig. 7 に示すように，6 年生において，学校生活享受感情に及ぼす正感情経
験と負感情経験の交互作用に有意な正の係数が示された(β = .37, p < .01, ΔR2 = .10, p 
< .01)．線分の傾きは，負感情経験が高い場合のみ有意であり(高負感情 t = 6.06, p < .01; 
低負感情 t =- .63, p > .05)，負感情経験が高い場合，正感情経験が高まるほど学校生活
享受感情が高まることが示され，負感情経験が低い場合の効果は明確にはならなかった． 
また学校生活享受感情に及ぼす正感情経験と負感情経験の交互作用は女子においても
みられているが(β = .25, p < .05, ΔR2 = .06, p < .05)，交互作用の効果は 6 年生の場合と
若干異なっていた(Fig. 8)．各線分の傾きは負感情経験が高い場合(t = 6.41, p < .01)も低






1 EES .12 * .12 .20 * .22 * .18 * .18 * -.01 -.01 .11 .11 .12 .12
PA -.41 ** -.40 ** -.39 ** -.41 ** -.41 ** -.38 ** -.43 ** -.53 ** -.50 ** -.47 ** -.27 ** -.29 **
NA .56 ** .35 ** .32 ** .33 ** .41 ** .42 ** .32 ** .36 ** .29 ** .27 ** .42 ** .43 **
2 EES*PA -.01 .06 .02 -.08 -.03 .02
EES*NA .01 -.01 -.03 .06 .02 .00
PA*NA .04 .00 .16 -.15 .11 -.06
R 2 .24 ** .24 .23 ** .23 .28 ** .30 .22 ** .25 .27 ** .28 .22 ** .22
⊿R 2 .00 .00 .03 .02 .01 .00
1 EES .04 .04 .07 .04 .08 .08 -.08 -.08 .01 .02 .07 .09
PA -.39 ** -.41 ** -.28 ** -.26 ** -.47 ** -.48 ** -.40 ** -.47 ** -.47 ** -.47 ** -.30 ** -.34 **
NA .59 ** .60 ** .61 ** .62 ** .63 ** .62 ** .51 ** .56 ** .55 ** .55 ** .63 ** .64 **
2 EES*PA -.01 -.08 .03 .08 .03 -.06
EES*NA .00 -.05 .01 -.01 .01 -.01
PA*NA -.05 -.04 .04 -.21 * -.02 -.10
R 2 .41 ** .42 .40 ** .41 .50 ** .50 .33 ** .37 .41 ** .42 .42 ** .44
⊿R 2 .00 .01 .00 .04 .00 .01
1 EES .10 .09 .13 .17 .24 ** .25 ** -.09 -.10 .61 .07 .10 .11
PA -.48 ** -.50 ** -.47 ** -.52 ** -.52 ** -.51 ** -.42 ** -.54 ** -.57 ** -.58 ** -.33 ** -.37 **
NA .42 ** .43 ** .41 ** .43 ** .53 ** .55 ** .30 ** .32 ** .29 ** .29 ** .58 ** .59 **
2 EES*PA .00 .10 .02 -.04 .02 -.02
EES*NA -.02 -.02 -.07 -.05 .01 -.04
PA*NA -.06 -.12 .07 -.19 -.04 -.09
R 2 .32 ** .33 .33 ** .35 .46 ** .47 .23 ** .21 .33 ** .34 .38 ** .39
⊿R 2 .00 .02 .01 .03 .00 .01
1 EES .06 .06 .08 .06 .15 * .15 -.05 -.06 .02 .01 .07 .08
PA -.58 ** -.58 ** -.49 -.47 ** -.66 ** -.64 ** -.58 ** -.65 ** -.63 ** -.63 ** -.47 ** -.52 **
NA .30 ** .31 ** .30 .36 ** .34 ** .32 ** .25 ** .28 ** .22 ** .23 ** .44 ** .45 **
2 EES*PA .01 -.07 -.01 .06 .03 -.01
EES*NA -.07 -.27 ** .05 -.03 -.09 -.04
PA*NA .00 .13 .03 -.19 .06 -.13
R 2 .35 ** .35 .28 ** .36 .45 ** .45 .34 ** .38 .39 ** .40 .33 ** .35
⊿R 2 .01 .08 * .00 .03 .01 .02
1 EES -.07 -.08 .04 .03 -.19 * -.19 * -.04 -.03 -.07 -.08 -.05 -.07
PA .63 ** .67 ** .51 ** .54 ** .66 ** .66 ** .69 ** .88 ** .69 ** .71 ** .54 ** .63 **
NA -.06 -.08 -.08 -.13 -.11 -.13 .01 -.09 -.01 -.03 -.13 -.14 *
2 EES*PA -.03 -.02 .00 .05 -.04 -.03
EES*NA .03 .15 .05 -.10 .02 .01
PA*NA .13 ** .09 .02 .37 ** .05 .25 **
R 2 .37 ** .39 .27 ** .30 .41 ** .41 .47 ** .57 .45 ** .46 .27 ** .33
⊿R 2 .02 .03 .00 .10 ** .00 .06 *
** p < .01, * p < .05
EES= Emotion Expressivity, PA= Positive Affect, NA= Negative Affect
全体(N =305) 4年生(N =96)
β β β β目的変数 Step 説明変数
5年生(N =113)





















































































































































れは欧米での，表出性の極端な個人は社会的に不利におかれ（Eisenbergn, Zhou, Losoya 
et al., 2003），自らの感情を隠すのに苦労した表出性の強い子どもたちは，問題を外在




























































































































研究対象者は，小学校高学年 449 名であり，欠損値があった者を除いた，4 年生男子
51 名，女子 64 名，5 年生男子 71 名，女子 89 名，6 年生男子 59 名，女子 61 名，合計











 研究 3 で作成した感情表出性尺度自己評定版 6 項目で調査を実施し，分析の段階では，




あてはまる」4 点の 4 件法である． 
 




いな」「うれしい」等正感情 12 項目，「腹が立つ」「悲しい」等負感情 12 項目の計 24 の
感情を示し，普段どれくらいその気持ちを感じているかについて，「ほんの少ししか（ま
たは）全く感じない」1 点から「とてもよく感じる」5 点の 5 件法で測定する．子ども
自身による自己評定尺度である． 









各 5 項目計 20 項目からなる，自己評定尺度である．「全然あてはまらない」1 点～「よ


























性版 PANAS-C を，1 番目と 2 番目にした．そして，質問内容そのものに気持ちが影響
され回答が変化する可能性を考慮し，カウンターバランスをとって半数ずつ順番を入れ
替えた．次に最近の気持ち，すなわち状態を調査する学校生活享受感情測定尺度と小学








数の相関係数を算出した( p < .05)． 
 次に感情表出性，正感情経験，負感情経験を説明変数，各健康・適応変数を目的変数
として，学年別および男女別に 2 ステップから構成される階層的重回帰分析を行った( p 
< .05)．なお，これらの説明変数は Aiken & West (1991)にならい，多重共線性を回避す
るために，説明変数の測定値はすべて各平均値からの偏差に変換した．有意な交互作用



















 各変数の平均得点と，性（男女）と学年（4,5,6 年）の 2 要因分散分析の結果を Table 
16 に示す．2 要因分散分析の結果，感情表出性や正負感情経験については特に有意な傾
向は見られず，無気力と学校生活享受感情において，性の主効果がみられた．無気力は





Table 15. 男女別，学年別にみた各変数の平均得点（標準偏差） 
    学年 主効果† 交互 
作用†     4 年生 5 年生 6 年生 性 学年 
感情表出性
 
男子 10.02 ( 2.23) 9.34 ( 1.93) 9.92 ( 2.15) 3.76 .64 1.50
女子 9.19 ( 2.39) 9.40 ( 2.30) 9.38 ( 2.12)    
全体 9.56 ( 2.35) 9.38 ( 2.14) 9.64 ( 2.15)    
     
正感情
 
男子 43.12 (10.49) 41.51 ( 8.51) 38.37 ( 9.42) .01 2.61 1.91
女子 40.80 ( 8.23) 41.75 ( 9.13) 40.67 ( 8.61)    
全体 41.83 ( 9.33) 41.64 ( 8.84) 39.54 (9.05)    
     
負感情
 
男子 34.00 ( 9.83) 30.17 ( 7.92) 29.86 ( 8.06) .02 1.65 2.56
女子 30.89 ( 9.05) 31.91 (10.20) 30.80 ( 8.72)    
全体 32.27 ( 9.49) 31.14 (9.27) 30.34 ( 8.38)    
     
身体的反応
男子 8.94 ( 3.69) 8.80 ( 4.20) 8.51 ( 3.35) .15 1.20 .56
女子 8.54 ( 3.38) 9.25 ( 3.83) 7.98 ( 3.23)    
全体 8.74 ( 3.52) 9.01 ( 4.02) 8.25 ( 3.28)    





男子 9.10 ( 3.21) 9.00 ( 3.62) 8.83 ( 3.29) .35 .03 .34
女子 8.97 ( 3.54) 9.15 ( 3.73) 9.18 ( 3.62)    
全体 9.02 ( 3.38) 9.08 ( 3.67) 9.08 (3.47)    





男子 10.10 ( 2.97) 9.94 ( 3.29) 10.58 (3.71) 1.33 .86 .10
女子 9.53 ( 3.35) 9.74 ( 3.85) 10.10 (3.73)    
全体 9.78 ( 3.19) 9.83 ( 3.60) 10.33 ( 3.71)    
     
無気力
 
男子 9.31 ( 3.13) 10.01 ( 3.07) 10.37 ( 3.63) 6.62* 2.17 .25
女子 8.77 ( 3.05) 8.90 ( 3.46) 9.48 ( 3.03)    
全体 9.01 ( 3.09) 9.39 ( 3.33) 9.92 ( 3.36)    




男子 27.75 ( 7.68) 27.61 ( 6.04) 26.63 ( 7.36) 18.66** .59 1.01
女子 31.02 ( 7.20) 29.37 ( 6.60) 30.69 ( 6.62)    
全体 29.57 ( 7.56) 28.59 ( 6.40) 28.69 ( 7.26)       
N= (4 年生: 男子 51 名, 女子 64 名, 5 年生： 男子 71 名, 女子 89 名, 6 年生： 男子 59 名, 女
子 61 名)， ** p< .01, * p< .05      †F 値，多重比較の結果(Tukey の HSD 法による）；無






17)．全体では，感情表出性と有意な相関がみられたものは正感情経験(r= .32, p< .01)，
負感情経験(r= .12, p< .05)および学校生活享受感情(r= .13, p< .05)が有意な正の相関が
みられた．男女別にみると男子は，感情表出性と正負感情経験(r= .30, p< .01)，負感情
経験(r= .16, p< .05)，不機嫌・怒り感情(r= . 24, p< .01)の 3 項目に有意な相関がみられ，
女子は，感情表出性と正感情経験(r= .34, p< .01)および学校生活享受感情(r= .20, p< .01)




Table 16 各変数間の相関係数 （全体） 
    Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ Ⅳ Ⅴ  Ⅵ Ⅶ  Ⅷ  
Ⅰ 感情表出性   .32 ** .12 * -.02  -.03  .09  .04  .13 * 
Ⅱ 正感情経験     .21 ** -.09  -.13 * -.14 ** -.27 ** .49 **
Ⅲ 負感情経験       .44 ** .59 ** .46 ** .40 ** -.03  








            .66 ** -.38 **




                
N= 305 名 











Table 17  各変数間の相関係数 （男女別） 
    Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ  Ⅶ  Ⅷ  
Ⅰ 感情表出性   .30 ** .16 * .10  .11  .24 ** .10   .08  
Ⅱ 正感情経験 .34 **   .27 ** -.10  -.09  -.11  -.31 ** .43 **
Ⅲ 負感情経験 .09  .15 *  .37 ** .55 ** .47 ** .32 ** .01  








-.02  -.17 * .46 ** .70 ** .69 **  .68 ** -.43 **




.20 ** .56 ** -.06  -.18 ** -.24 ** -.34 ** -.29 **  
N= 男子 158 名(右上段）, 女子 147 名（左下段） 











は，第 1 ステップで，感情表出性と正感情経験及び負感情経験を，第 2 ステップで感情
表出性と正感情経験の交互作用，感情表出性と負感情経験の交互作用，正感情経験と負
感情経験の交互作用を投入した．なお，これらの説明変数は Aiken & West (1991)にな
らい，多重共線性を回避するために，説明変数の測定値はすべて各平均値からの偏差に








第 1 ステップで有意な係数を示し，かつ第 2 ステップで交互作用を投入してもなお有意
な標準回帰係数( β )を示した場合を，有意な主効果として捉え，論文中には第 2 ステッ
プの係数を記述することとする．結果として，感情表出性の有意な主効果は，全体およ
び 6 年生の場合に，不機嫌・怒り感情と無気力において認められた．つまり，感情表出
性の不機嫌・怒り感情への主効果は，全体(β = .14, p < .01)，6 年生(β = .33, p < .01)，










男子，女子の場合のみ有意な負の係数を示していた(順に β = -.15, p < .01; β = -.21, p 
< .01; β =-.25, p < .05; β =-.22, p < .01)．つまり，負感情経験は心身のストレスを増大
する方向に働き，学校生活享受感情を低下させる方向に働くことを示唆していた.  
 次に交互作用について述べる．交互作用は第 2 ステップでの重決定係数の増分( ΔR2 )
が有意な場合の，有意な標準回帰係数( β )を示す場合について主に述べる．全体の場合
の抑うつにおいて正負感情経験の交互作用の重決定係数の増分に有意な値が示された(β 
= - .12, ΔR2 = .02,いずれも p < .01)．抑うつの予測値は，正負感情経験が平均値から
±１SD の値の場合についてグラフ化した(Fig. 9)．各線分の傾きの有意性を検定するた
めに t テストを行なった結果，負感情経験＋1SD の線分(t = -7.35, p < .01)，負感情経験









あった(高負感情 t = -6.10, p < .01, 低負感情 t =-1.58, p > .05）ことから，高負感情の
ときに正感情経験を高めた場合に抑うつ・不安感情を低減する効果は認められたが，低
負感情のときの効果は明確にはされなかった．また，抑うつ・不安感情においての交互
作用は，5 年生においても，感情表出性と負感情経験の有意な交互作用が認められた(β = 
- .13, ΔR2 = .03, いずれも p < .05)．各線分の傾きの有意性を検定するために実施した
t テストの結果は，高負感情の場合のみ有意であった(高負感情 t = -2.68, p < .01, 低負
感情 t = .02, p > .05）ことから，負感情経験が高い場合，感情表出を高めることで抑う
つが低減する可能性が示唆されたが，負感情経験が低い場合の効果は明確にはならなか
った(Fig. 11)．  
 また，無気力において，全体の場合に感情表出性と正感情経験の交互作用が認められ
た(β = - .10, ΔR2 = .02,いずれも p < .05)．各線分の傾きの有意性を検定するために実
施した tテストの結果は，低負感情の場合のみ有意であった(高負感情 t = .93, p > .05, 低
負感情 t =3.68, p < .01)ことから，感情表出を促進した場合，正感情経験が低い場合に
無気力が増大することは明らかになったが，正感情経験が高い場合の効果は明確にはさ
れなかった(fig. 12)．  
 さらに学校生活享受感情において女子の場合に，感情表出性と正感情経験において交
互作用が認められた(β = - .16, ΔR2 = .04, p < .05)が，各線分の傾きの有意性を検定す
るために実施した t テストの結果は，どちらの線分も有意ではなかった(高負感情 t = -.44, 
p > .05, 低負感情 t =1.27, p > .05）ため，交互作用の効果の詳細は明確にはならなかっ
た(Fig. 13)．
1 EES -.02 -.01 -.02 -.03 -.09 -.05 .07 .05 .03 .06 -.09 -.11
PA -.18 ** -.19 ** -.15 -.12 -.19 ** -.21 ** -.18 -.20 * -.37 ** -.35 ** -.13 -.13
NA .48 ** .49 ** .44 ** .45 ** .51 ** .50 ** .49 ** .52 ** .36 ** -.43 ** .53 ** .52 **
2 EES*PA -.03 .05 -.16 * .03 -.02 .02
EES*NA -.06 .00 -.06 -.08 -.07 -.09
PA*NA -.09 -.16 -.02 -.08 -.18 -.05
R 2 .23 ** .24 .17 ** .19 .29 ** .32 .25 ** .27 .19 ** .23 .30 ** .31
⊿R 2 .02 * .02 .03 .02 .04 .01
1 EES -.02 -.03 .00 -.01 -.04 -.05 .00 -.02 .13 .19 -.07 -.13
PA -.26 ** -.25 ** .23 ** -.20 * -.27 ** -.26 ** -.25 ** -.26 ** -.40 ** -.42 ** -.20 ** -.18 *
NA .64 ** .66 ** .65 ** .67 ** .67 ** .67 ** .57 ** .58 ** .56 ** .61 ** .67 ** .66 **
2 EES*PA .02 .05 -.02 .05 -.07 .09
EES*NA -.08 -.05 -.13 * .00 .05 -.11
PA*NA -.12 ** -.18 * -.11 -.08 -.13 -.14 *
R 2 .41 ** .43 .37 ** .41 .49 ** .52 .34 ** .35 .37 ** .39 .46 ** .51
⊿R 2 .02 ** .04 .03 * .01 .02 .05 **
1 EES .13 ** .14 ** .70 .03 .05 .07 .31 ** .33 ** .18 .23 .04 .02
PA -.29 ** -.30 ** -.17 -.13 -.29 ** -.30 ** -.40 ** -.38 ** -.30 ** -.31 ** -.26 ** -.24 **
NA .50 ** .51 ** .49 * .47 ** .49 ** .50 ** .54 ** .53 ** .47 ** .50 ** .51 ** .51 **
2 EES*PA -.07 .14 -.11 -.13 -.08 .05
EES*NA .03 .02 .03 -.05 .01 .01
PA*NA -.06 -.03 -.10 .02 -.06 -.07
R 2 .29 ** .29 .22 ** .24 .29 ** .32 .39 ** .41 .27 ** .28 .28 ** .29
⊿R 2 .01 .02 .03 .02 .01 .01
1 EES .11 * .14 ** .03 .04 .05 .08 .32 ** .32 ** .01 .16 .08 .06
PA -.40 ** -.41 ** -.30 ** -.31 ** -.34 ** -.36 ** -.60 ** -.58 ** -.48 ** -.55 ** -.36 ** -.36 **
NA .46 ** .47 ** .52 ** .53 ** .46 ** .45 ** .44 ** .46 ** .41 ** .48 ** .47 ** .47 **
2 EES*PA -.10 * -.02 -.13 -.11 -.26 .02
EES*NA -.05 .06 -.05 -.13 .04 -.05
PA*NA -.04 -.12 .00 -.01 -.02 -.11
R 2 .29 ** .31 .25 ** .26 .29 ** .31 .41 ** .44 .30 ** .34 .29 ** .30
⊿R 2 .02 * .01 .02 .03 .04 .02
1 EES -.02 -.02 -.06 -.01 -.03 -.02 .00 -.03 -.64 -.08 -.05 .01
PA .52 ** .52 ** .60 ** .54 ** .46 * .45 ** .54 ** .54 ** .42 ** .40 ** .63 ** .59 **
NA -.14 ** -.15 ** -.23 ** -.21 ** -.09 -.10 -.13 -.12 -.18 -.25 * -.22 ** -.22 **
2 EES*PA -.02 -.19 * -.01 .10 .05 -.16 *
EES*NA .00 .10 -.01 -.09 .12 .10
PA*NA .08 .02 .08 .15 .16 .09
R 2 .26 ** .26 .31 ** .34 .21 ** .21 .28 ** .31 .17 ** .22 .38 ** .43
⊿R 2 .01 .03 .01 .03 .05 .04 *
** p < .01, * p < .05






























































































































































































































2000; Lefcourt et al., 1990），負感情は身体的反応を誘発しやすいため，循環器系・心
臓疾患や癌，精神疾患など，健康状態を悪化させる方向に働く（たとえば Hemingway, & 












































すく，特に女子にその傾向がみられるといわれている (Hart & Thompson, 1997; 



































 研究 1 および 2 では，教師評定による感情表出性測定尺度が開発され，日本ではじめ
て他者評定による感情表出性が測定された．また研究 5 では，感情表出性教師評定版を
用いて，健康・適応への影響を調べる横断研究を行なった．まず研究 1 および 2 で得ら
れた感情表出性得点では，性と学年の主効果がみられており，男子の方が女子よりも感
情表出性が高く，かつ 4 年生の方が 5・6 年生よりも感情表出性が高かった．また，研


















































(中村，2006；Saarni, 1984)ためであると推測できる．  







































適応との関連が明らかにされ(Hemingway & Marmoto, 1999; Josphson, Singer, & 
Salovey 1996; Miller et al, 1996)，正感情は回復効果があり(Fredrickson, 2000)，正感






























































に不利におかれ（Eisenbergn, Zhou, Losoya et al.,2003），自らの感情を隠すのに苦労
した表出性の強い子どもたちは，問題を外在化する傾向がある (Salovey, Rothman, 

















































身体的反応     ＋ ＋           
抑うつ・不安感情                  
不機嫌・怒り感情       ＋  ＋        ＋ 
無気力         ＋        ＋ 
















られなかった．研究 3 および 4 における，小学生用ストレス反応尺度の得点では，無気
力の得点が，女子よりも男子が有意に高かったのだが，本結果を併せて考えると，感情
特性との影響をうけていないことが窺える．また研究 2 の，物語法による自己の感情表
出評定と教師評定による感情表出性との相関(r = .11, p= .13)，研究 4 の感情表出性と感





















































































































































































































































































































































































































































































第 10 章 

















点の期間には様々な設定が可能であるが，Fredrickson & Joiner (2002)は正感情が感情
的 well-being に与える影響を測定するのに，5 週間の期間を設けている．Stanton, Kirk, 
Cameron, & Danoff-Burg (2000)も感情に関する研究で約 1 ヶ月という期間を設定して




 小学校４～6 年生の 541 名を研究対象者とした． 
そのうち，感情表出性教師評定については，承諾の得られたクラス担任 13 名が担当
するクラスの子どもが分析対象者となった．分析対象となった子どもは，4 年生（男子
40 名，女子 43 名），5 年生（男子 60 名，女子 64 名），6 年生（男子 53 名，女子 50 名）





ある者を除外した 4 年生（男子 88 名，女子 94 名），5 年生（男子 70 名，女子 82 名），
6 年生（男子 53 名，女子 50 名），合計 437 名が分析対象者となった．ただし，一部の
対象校では，学校生活享受感情測定尺度の質問項目を一部除外して調査したため，学校


















 研究 3 および 4 で作成した，感情表出性尺度自己評定版 6 項目で調査を実施し，分析














いな」「うれしい」等正感情 12 項目，「腹が立つ」「悲しい」等負感情 12 項目の計 24 の
感情を示し，普段どれくらいその気持ちを感じているかについて，「ほんの少ししか（ま
たは）全く感じない」1 点から「とてもよく感じる」5 点の 5 件法で測定する．子ども
自身による自己評定尺度である． 
 





各 5 項目計 20 項目からなる，自己評定尺度である．「全然あてはまらない」1 点～「よ






















度を 1 番目と 2 番目にした．そして，質問内容そのものに気持ちが影響され回答が変化
する可能性を考慮し，カウンターバランスをとって半数ずつ順番を入れ替えた．特性を




頼した結果，平成 24 年 7 月に 155 名，9 月に 155 名が調査された． 
2 回目（T2）は，小学生用ストレス反応尺度，学校生活享受感情測定尺度の 2 つを調
査した．2 つの質問紙を一冊に綴じる際に，カウンターバランスをとって半数ずつ順番
を入れ替えた．調査は，1 回目の調査から 1 ヶ月程度間隔を空けて行なってもらったた




変数，T2 の健康・適応変数それぞれに学年と性の二要因分散分析( p < .05)，および各
変数の相関係数を算出した( p < .05)． 
 次に感情表出性，正感情経験，負感情経験，T1 の健康・適応変数を説明変数，T2 の
健康・適応変数を目的変数として，学年別および男女別に 2 ステップから構成される階
層的重回帰分析を行った( p < .05)．なお，これらの説明変数は Aiken & West (1991)に
ならい，多重共線性を回避するために，説明変数の測定値はすべて各平均値からの偏差
に変換した．有意な交互作用があった場合，Aiken & West (1991)により提起された手
続きにより，予測値を平均値から±1SD の値の場合についてグラフ化した．各線分の傾






















 各変数の平均得点と，性（男女）と学年（4,5,6 年）の 2 要因分散分析の結果につい
て，感情特性に関して Table 21 に，T1 の健康・適応変数に関して Table 22 に，T2 の
健康・適応変数に関して Table 23 に示す．2 要因分散分析の結果，感情表出性教師評定




よび不機嫌・怒り感情が，4 年生より 6 年生が有意に高かった(p < .05)．無気力は学年
および性の主効果が共にみられ，4 年生より 6 年生が有意に高く(p < .05)，男子の方が
女子よりも有意に高かった(p < .05)．学校生活享受感情において，男子より女子のほう







Table 21 感情表出性，正負感情経験の男女別，学年別にみた平均得点（標準偏差）およびα係数 
  学年 主効果† 交互 





男子 65.08 (10.73) 68.70 (11.86) 58.77 (17.99) 5.74* 7.37**  
女子 62.09 ( 9.84) 61.41 (13.82) 57.70 (15.29)    
α= .95 
N=310 
全体 63.53 (10.33) 64.94 (13.37) 58.25 (16.66)    
      
自己評定感情表出性
男子 9.28 ( 2.40) 9.09 ( 1.98) 9.70 ( 2.06) .02 1.09  
女子 9.65 ( 2.54) 9.13 ( 2.66) 9.18 ( 1.93)    
α= .61 
N=437 
全体 9.47 ( 2.47) 9.11 ( 2.36) 9.45 ( 2.01)    
     
正感情
 
男子 42.25 (11.12) 39.19 (11.40) 39.34 (12.32) .00 2.46  
女子 41.29 ( 9.95) 40.89 (10.43) 38.40 (11.72)    
α= .90 
N=437 
全体 41.75 (10.51) 40.11 (10.89) 38.88 (11.98)    
     
負感情
 
男子 26.05 ( 8.87) 25.61 ( 8.77) 25.25 ( 7.91) .69 .64  
女子 27.30 ( 9.31) 26.20 (10.82) 25.66 ( 8.21)    
α= .86 
N=437 
全体 26.69 ( 9.10) 25.93 ( 9.90) 25.45 ( 8.02)    
†F 値 
** p< .01, * p< .05      †F 値 













Table 22 T1 の健康・適応変数の男女別，学年別にみた平均得点（標準偏差）およびα係数 
    学年 主効果† 交互 





男子 9.47 (3.64) 8.81 (4.05) 8.81 (3.41) .98 1.63  
女子 8.65 (3.32) 9.46 (3.61) 7.94 (3.14)    
α= .83 
N=437 
全体 9.04 (3.49) 9.16 (3.82) 8.39 (3.29)    
     
抑うつ・不安感情
男子 7.77 (2.95) 7.59 (3.02) 7.55 (2.96) .58 .84  
女子 8.16 (3.48) 8.07 (3.48) 7.38 (2.61)    
α= .81 
N=437 
全体 7.97 (3.23) 7.85 (3.28) 7.47 (2.79)    
     
不機嫌・怒り感情
男子 9.09 (3.78) 8.89 (3.82) 9.08 (3.61) 2.03 .54  
女子 8.18 (3.39) 9.15 (3.79) 8.20 (3.20)    
α= .84 
N=437 
全体 8.62 (3.61) 9.03 (3.79) 8.65 (3.43)    
     
無気力
 
男子 9.58 (3.91) 8.60 (3.52) 9.30 (4.30) 6.82** 1.43  
女子 8.60 (3.18) 8.72 (2.99) 7.50 (2.57)    
α= .82 
N=437 
全体 9.07 (3.58) 8.66 (3.23) 8.43 (3.66)    
     
学校生活享受感情
男子 28.08 (7.61) 27.77 (7.59) 27.94 (8.88) 7.85** .31  
女子 30.22 (6.95) 31.06 (6.42) 29.26 (7.84)    
α= .93 
N=381 
全体 29.19 (7.34) 29.45 (7.17) 28.58 (8.37)      
†F 値 












Table 23 T2 の健康・適応変数の男女別，学年別にみた平均得点（標準偏差）およびα係数 
    学年 主効果† 交互 
作用





男子 9.00 (3.34) 9.44 (3.71) 10.28 (3.80) .15 3.28*   
女子 9.21 (3.82) 9.00 (3.40) 10.10 (3.56)    
α= .83 
N=437 全体 9.11 (3.59) 9.20 (3.54) 10.19 (3.67)    
      
抑うつ・不安感情
男子 7.76 (2.85) 8.39 (3.58) 8.98 (2.96) 1.73 4.3*  
女子 8.30 (3.53) 8.63 (3.78) 9.50 (3.11)    
α= .85 
N=437 全体 8.04 (3.22) 8.52 (3.68) 9.23 (3.03)    
      
不機嫌・怒り感情
男子 9.27 (3.22) 9.76 (3.73) 10.32 (3.60) .49 3.3*  
女子 8.93 (3.53) 9.51 (4.07) 10.16 (3.64)    
α= .83 
N=437 全体 9.09 (3.38) 9.63 (3.90) 10.24 (3.61)    
      
無気力
 
男子 8.98 (3.41) 10.09 (3.47) 10.51 (3.58) 4.49* 3.93*  
女子 8.89 (3.68) 8.74 (3.44) 9.76 (3.10)    
α= .82 
N=437 全体 8.93 (3.54) 9.36 (3.51) 10.15 (3.36)    
      
学校生活享受感情
男子 27.77 (7.86) 28.15 (5.87) 26.23 (7.13) 9.71** 1.25  
女子 30.82 (6.72) 28.08 (6.67) 30.20 (6.79)    
α= .92 
N=381 全体 
29.35 (7.43) 28.11 (6.26) 28.16 (7.21)      
†F 値 
** p< .01, * p < .05 
多重比較の結果(Tukey の HSD 法による）；身体的反応 : 4 年生 < 6 年生 
                      抑うつ・不安感情 : 4 年生 < 6 年生 
不機嫌・怒り感情 : 4 年生 < 6 年生 









 感情表出性教師評定および自己評定，正負感情経験，T1 および T2 の各健康・適応変
数について，ピアソンの相関係数を算出した．結果は Table 24 および 25 のとおりであ
る．Table 24 は全体について，Table 25 は男女別の相関係数であり，右上段が男子，左
下段が女子の結果を示している． 
 その結果，感情表出性は，教師評定は全体，男女ともに正感情経験と有意な正の相関
（r= .30～.33, いずれも p< .01）を示した．教師評定と健康・適応変数の相関は，全体
と男子において T1 学校生活と有意な弱い正の相関（順に r= .13, .18, いずれも p< .05）
があるのみだった．感情表出性自己評定は，自己評定はいずれの場合でも，どの変数と
も有意な相関は見られなかった． 
また正感情経験は，全体において，負感情経験と有意な正の相関（r= .20, p< .01），
健康・適応変数との相関は，T1 の各健康変数と有意な負の相関（T1 身体的反応 r = - .32，
T1 抑うつ・不安感情 r = - .28，T1 不機嫌・怒り感情 r = - .35， T1 無気力 r = - .49， い
ずれも p < .01），T1 学校生活享受感情と有意な正の相関（r= .61, p< .01）がみられて
いた．T2 の健康・適応変数とは，T2 不機嫌・怒り感情と弱い有意な負の相関（r= -. 17 , 
p< .01）がみられたのみだった．男子も同様の傾向がみられたが，女子の場合，健康・
適応変数との相関は T1 抑うつ・不安感情との有意な相関がなく (r= -. 16 , p > .05)，
T2 不機嫌・怒り感情ではなく，T2 学校生活享受感情との場合に，しかも有意な負の相
関（r= -. 24 , p< .01）がみられていた． 
 負感情経験と健康・適応変数との相関は，全体において T1 のストレス反応は全て有
意な正の相関があり（T1 身体的反応 r = .25，T1 抑うつ・不安感情 r = .50，T1 不機嫌・
怒り感情 r = .35， T1 無気力 r = .21， いずれも p < .01），T1 学校生活享受感情および
T2 の健康・適応変数とはいずれも有意な相関はみられなかった．女子は全体と同様の傾
向がみられていたが，男子は負感情経験と相関があった健康・適応変数は T1 抑うつ・
不安感情(r = .35, p< .01)のみであった． 
各健康適応変数において，同じ変数での T1 と T2 の相関をみると，全体および女子にお
いて，不機嫌・怒り感情が，有意な弱い正の相関を示したのみであった（全体 r = .19，




Table 24 各変数間の相関係数(全体） 
  ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ 
①EES 
自己評定   .09 .00 -.03 .02 .03 .02 .00 .00 -.01 -.05 .06 -.01 
.09 
②EES 
教師評定    .31
** .10 .04 -.01 -.01 -.09 .13* -.07 .04 -.05 .04 .02 
③正感情     .20** -.32** -.28** -.35** -.49** .61** -.06 .00 -.17** .01 -.09 
④負感情      .27** .50** .35** .21** .00 .03 .07 .07 .07 -.04 
⑤T1 身
体的反応       .66








       .75** -.49** .08 .11 .19** .14* -.01 
⑧T1 
無気力          -.51
** .09 .08 .18** .07 .04 
⑨T1 学
校生活           -.17
** -.10 -.22** -.21** .00 
⑩T2 身
体的反応            .63








            .67** -.39**
⑬T2 
無気力               
-.41**
⑭T2 
学校生活                            
  
** p< .01, * p< .05 












Table 25 各変数間の相関係数(男女別） 
  ①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥  ⑦  ⑧  ⑨  ⑩  ⑪  ⑫  ⑬  ⑭  
①EES 
自己評定  
 .09 .01 .06 -.04 .07 .05 .00 -.05 .10 -.01 .11 .03 .02 
②EES 
教師評定  
.09  .30** .10 -.02 -.09 -.10 -.15 .18* -.03 .09 .05 .09 .14 
③正感情  -.02 .33**  .23** -.43** -.39** -.48** -.58** .67** .00 -.07 -.18* .00 .03 
④負感情  -.10 .11 .17*  .10 .35** .15 .08 .09 .01 .05 .07 .04 -.06 
⑤T1 身
体的反応  








-.01 .09 -.20* .54** .74** .71**  .78** -.53** .09 .15 .13 .14 .01 
⑧T1 
無気力  
-.01 -.05 -.37** .39** .67** .74** .71**  -.54** .07 .14 .20* .10 -.05 
⑨T1 学
校生活  
.07 .09 .53** -.12 -.26** -.36** -.43** -.44**  -.10 -.13 -.17* -.22* -.03 
⑩T2 身
体的反応  








.02 -.14 -.16 .08 .06 .07 .24** .16 -.27** .64** .68**  .71** -.49**
⑬T2 
無気力  
-.05 -.05 .02 .12 -.03 .01 .14 -.01 -.18* .59** .67** .65**  -.43**
⑭T2 
学校生活  
.17 -.09 -.24** -.05 .09 .16 .00 .21* -.02 -.14 -.25** -.32** -.37**   
** p< .01, * p< .05 


















男女別に行なった．なお，これらの説明変数は Aiken & West (1991)にならい，多重共
線性を回避するために，説明変数の測定値はすべて各平均値からの偏差に変換した．有
意な交互作用が認められた場合，Aiken & West (1991)により提唱された手続きを用い
てグラフ化しており，目的変数の予測値は，説明変数が平均値から±１SD の値の場合
についてグラフ化した．各線分の傾きの有意性を検定するために t テストを行なった









いて，感情変数を投入した第 2 ステップにおいて標準回帰係数( β )および重決定係数の
増分( ΔR2 )が双方有意で，かつ第 3 ステップも標準回帰係数( β )が有意な場合について
述べる．有意な主効果は，学校生活享受感情において，女子の場合に T1 正感情経験が
T2 学校生活享受感情と有意な負の係数 (第 3 ステップ：β = - .37, p < .01) を示してお
り，T1 正感情経験が T1 から T2 の学校生活享受感情の変化を予測しないことが示唆さ
れた．その他の健康変数（T2 身体的反応，T2 抑うつ・不安感情，T2 不機嫌・怒り感情，
T2 無気力）においては，T1 感情表出性，T1 正感情経験，T1 負感情経験のいずれの場
合も有意な係数は認められなかった． 
次に交互作用について，第 3 ステップでの重決定係数の増分( ΔR2 )が有意な場合の，
有意な標準回帰係数( β )を示す場合について主に述べる．有意な交互作用は以下の 3 つ





験(Fig. 15)の交互作用がそれぞれ有意な負の関連 (順に β = - .13, β = - .14,いずれも p 
< .05)を示していた．感情表出性と負感情経験の交互作用の効果は，各線分の傾きの有
意性を検定するために実施した tテストの結果が高負感情の場合のみ有意であった(高負




った(高負感情 t = -2.56, p < .05, 低負感情 t = .35, p > .05）ため，負感情経験が高いほ
ど，正感情経験の高まりとともに身体的反応が低減することが明らかになったが，負感
情経験が低い場合の効果は明らかにならなかった． 
また 4 年生においても有意な交互作用が見られている．有意な R2 変化( ΔR2 = .11, p 
< .05)とともに感情表出性と正感情経験の交互作用が T2 抑うつ・不安感情と有意な正の
係数が示された(β = .31, p < .05)．感情表出性と正感情経験の交互作用の効果は Fig. 16
に示すように，各線分の傾きの有意性を検定するために実施した t テストの結果が高正





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































T 2 無 気 力T 2 身 体 的 反 応 T
2
抑 う つ ・ 不 安 感 情
T 2 不 機 嫌 ・





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いて標準回帰係数( β )および重決定係数の増分( ΔR2 )が双方有意で，かつ第 3 ステップ
も標準回帰係数が有意な場合を述べる．文中に示す係数は第 3 ステップでの標準回帰係
数を記載することとする．交互作用については，第 3 ステップでの重決定係数の増分
( ΔR2 )が有意な場合の，有意な標準回帰係数( β )を示す場合について主に述べる． 
身体的反応における感情変数の主効果として，全体の場合に，T1 正感情経験が T2 身
体的反応と有意な負の係数(β =- .13, p < .05)を示した．また T1 負感情経験が T2 身体的
反応と有意な正の係数を示した(β = .13, p < .05)．これは，T1 の正感情経験は，T1 から
T2 の身体的反応の低減を予測し，T1 の負感情経験が T2 の身体的反応の高まりを予測
する可能性があることが示唆している． 
身体的反応における交互作用としては，Fig. 17 に示すように，全体の場合に T2 身体
的反応において有意な R2 変化( ΔR2 = .02, p < .05)とともに，正負感情経験の交互作用が
有意な負の係数を示した(β = - .11, p < .05)．各線分の傾きの有意性は，高負感情経験の
場合のみ有意であった(高負感情経験  t = -3.73, p < .01, 低負感情経験  t = -1.25, p 
> .05）ため，身体的反応と正負感情経験の交互作用の効果は，負感情経験が高いほど，
正感情経験を高めた場合に，身体的反応が低減することが示唆された．  
 次に，T2 抑うつ・不安感情における感情変数の影響を述べる．T1 正感情が 4 年生に
おいて有意な負の係数(β = - .20, p < .05)を示したが第 2 ステップの R2 変化が有意では
なかった(ΔR2 = .04, p > .05)ため，有意な主効果ではないと判断した．その他も有意な
係数はなく，T1 の感情変数は，T1 から T2 への抑うつ・不安感情の変化を予測しない
ことが示唆された．交互作用については，Fig. 17 に示すように，全体の場合に T2 抑う
つ・不安感情において有意な R2 変化( ΔR2 = .02, p < .05)とともに，感情表出性と正感情
経験の交互作用が有意な負の係数を示した(β = - .14, p < .01)．抑うつ・不安感情におけ
る感情表出性と正感情経験の交互作用の効果は，各線分の傾きの有意性が低正感情経験






 T2 不機嫌・怒りにおける感情変数の影響については，全体，4 年生および男子におい
て，T1 正感情と不機嫌・怒り感情との有意な負の係数がみられた(順に β = - .17, p < .01, 
β = - .25, p < .01β = - .25, p < .01)．つまり，T1 の正感情は，T1 から T2 への不機嫌・
怒り感情の変化を予測する可能性を示唆している．交互作用については，Fig. 19 に示す
ように，全体の場合に感情表出性と正感情経験の交互作用が有意な R2 変化( ΔR2 = .02, p 
< .05)とともに，負の有意な係数を示した(β = - .17, p < .01)．T2 不機嫌・怒り感情にお
ける感情表出性と正感情経験の交互作用の効果は，各線分の傾きの有意性は，低正感情




全体および女子においてみられていた(順に β = .13, p < .01, β = .18, p < .05)が，第 2 ス
テップでの R2 変化が有意でない(順に ΔR2 = .01, p > .05, ΔR2 = .03, p > .05)ために，有
意な主効果ではないと判断した．その他も有意な係数はなく，T1 の感情変数は，T1 か
ら T2 への無気力の変化を予測しないことが示唆された．交互作用については，全体，
女子，5 年生および 6 年生において有意な交互作用が認められた（Fig. 20，21，22，23）． 
全体および女子の場合に，正感情経験と負感情経験の交互作用が有意な R2 変化(順に 
ΔR2 = .03, p < .01，ΔR2 = .04, p < .05)とともに，いずれも負の有意な係数を示した(順
に β = - .16, p < .01，β = - .18, p < .01)．各線分の傾きの有意性は，いずれも高正感情
経験の場合のみ有意であった(全体：高正感情経験 t = -5.08, p < .01, 低正感情経験 t = 




感情表出性と正感情経験の交互作用が認められ，有意な R2 変化( ΔR2 = .09, p < .05)とと
もに負の係数を示していた(β = - .26, p < .01)．各線分の傾きの有意性は，正感情経験が
高い場合と低い場合のどちらの場合も有意であった(高正感情経験 t = -3.04, p < .01, 低







R2 変化( ΔR2 = .10, p < .05)とともに正の係数を示していた(β = .21, p < .05)．しかし各
線分の傾きの有意性は，高負感情経験の場合のみ有意であった(高負感情経験 t = 2.88, p 




4 年生および女子において，T1 正感情経験と T2 学校生活享受感情との有意な負の係数
が(順に β= - .16, p < .05, β= - .17, p < .05, β= - .22, p < .01)示された．以上の結果から
T1 の正感情経験は，T1 から T2 の学校生活享受感情の低減を予測する可能性があるこ
とが示唆された．また交互作用は，全体と男子に，有意な R2 変化(順に ΔR2 = .02, p < .05， 
ΔR2 = .05, p < .05)とともに正の係数が示された(順に β = .15, p < .01，β = .21, p < .01)．
各線分の傾きの有意性は，いずれも高正感情経験の場合のみ有意であった(全体：高負感
情経験 t = 3.81, p < .01, 低負感情経験 t = - .86, p > .05；男子：負高感情経験 t = 2.93, p 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































法としては，T1 として感情特性および健康・適応変数を測定し，約 4 週間後に T2 とし
て健康・適応変数を同じ測定用具を用いて測定した．このことにより，T1 の健康・適応





T1 の教師評定による感情表出性は，特に有意な主効果が認められず，つまり T1 感情
表出性は，T1 から T2 への健康・適応変数を予測できなかったことが明らかになった．
このことの原因として，測定時期が T1 を 7 月中旬，T2 を 9 月初旬に実施した学校と，
T1 を 9 月初旬，T2 を 10 月に実施した学校があったが，T1 から T2 の間に，健康適応
変数に影響を与えるような要因・出来事が設定されていなかったという，研究方法の限



















































McCullough, Kilpatrick, Emmons, & Larson, 2001)等の過去の知見とは反対の結果だ
と思われる．このような結果がでた要因として，学校生活享受感情の分析対象者 381 名





も，負感情経験がストレス反応を高めるという過去の知見(たとえば Davidson, 2002; 
















































手法における課題について述べると，先述したように，T1 から T2 の間に，健康・適応
変数に影響を与えるような要因・出来事を設定していなかったこと，T1 の感情変数を状





























































 本論文では，小学校 4～6 年生における，特性としての感情表出と感情経験が健康・
適応に与える影響を明らかにすべく，一連の研究が行われた． 






自己評定によって測定する必要があることから，感情研究 3 および 4 では，感情表出の
特性を自己評定で測定する尺度を作成した．  
次に，研究 5 では，研究 1，2 で作成した尺度を用いて，特性としての教師評定によ
る感情表出性や正負感情経験が健康・適応に及ぼす影響についての一般傾向を探るため，




















 以上のように，本研究では研究 1～7 にわたる一連の研究がなされ，その順を追う形
で記載した．本研究の目的は，感情表出性と正負感情経験が心身のストレス反応や学校
適応に及ぼす影響を横断研究や予測的研究により基礎知見を明らかにすることであった．




横断研究（研究 5,6）と予測的研究（研究 7）の主効果については，結果を Table 30,31
に示したように，横断研究では，教師評定による感情表出性の健康・適応変数への有意





































































離れて生活することにより低減するであろうことが推測される．T1 を 9 月初旬，T2 を
10 月に調査した学校も複数校にわたっており，特に影響要因としての出来事を統制でき





























Marmoto, 1999; Josphson, Singer, & Salovey , 1996; Miller, Smith, Turner et al, 
1996)，また正感情は回復効果があり(Fredrickson, 2000)，正感情経験の高い人は健康







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































T1 を 7 月中旬，T2 を 9 月初旬に実施した学校と，T1 を 9 月初旬，T2 を 10
月に実施した学校があったが，T1 から T2 の間に，健康適応変数に影響を与え
るような要因・出来事が設定されていなかったという，研究方法の限界に起因

















































































であるが，使える時間は 6 年間のうちに 24 時間のみであるという，時間の短
さや，プログラムを実践できる教員の少なさなどの問題などがあり，長期的に
継続的に実施できるプログラムの開発や教師・時間枠などの確保の必要性が指


















































































































































研究 5 と研究 6 の結果の比較，つまり感情表出性の評定者の違いによる結果





１～２か月を経た Time1 から Time2 への健康・適応変数の変化を予測できな
かった．一方，教師評定において，感情表出性と正負感情経験の交互作用にお
ける結果として，Time1 の感情表出性と正感情経験の有意な交互作用が 4 年生
の抑うつ・不安感情において認められた．また，Time1 の感情表出性と負感情
経験の有意な交互作用が全体の身体的反応において認められ，さらには，Time1
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出席番号： 性別： 男 ・ 女
上の出席番号の子どものだいたいの傾向について、お答えください。下の各項目の内容がどの程度
そうだと言えるか、もっとも適した番号に○をつけてください。
1. この子どもは、感情を表に出すほうだと思う。 1 2 3 4 5 6
2. 人は、この子どもを感情的でないと思っている。 1 2 3 4 5 6
3. この子どもは、自分の感情を自分自身の中に留めている。 1 2 3 4 5 6
4. この子どもは、他の人から、
. 周りのことに無関心だと思われることが多い。 1 2 3 4 5 6
5. 人は、この子どもの感情を読み取ることができる。 1 2 3 4 5 6
6. この子どもは、自分がどう感じているかを
. 他人に見せることが好きではない。 1 2 3 4 5 6
7. この子どもは、人の前で泣くことができる。 1 2 3 4 5 6
8. この子どもは、たとえ感情を強く感じていたとしても、
. 人に自分の感情を見せない。 1 2 3 4 5 6
9. 人は、この子どもが感じていることを
. 容易に見ることはできない。 1 2 3 4 5 6
10. この子どもは、あまり感情を表に出さない。 1 2 3 4 5 6
11. この子どもは、強い感情を体験しているときでさえ、
. 外見上はその感情を表さない。 1 2 3 4 5 6
12. この子どもは、自分がどう感じているかを
. 隠すことができない。 1 2 3 4 5 6
13. この子どもは、人に自分の感情を表さない。 1 2 3 4 5 6
14. 人は、この子どもをとても感情的だと思っている。 1 2 3 4 5 6
15. この子どもがどう感じているかは、
. 人が思う“この子どもはどう感じているか”とは違う。 1 2 3 4 5 6
16. この子どもは、自分の感情を内に留める。 1 2 3 4 5 6
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◆ ◆ ◆ れ い ◆ ◆ ◆

















































































じぶん  き も             おもて で
1。 自分の気持ちは、そのまま表に出ることが多い。・・・・・
じぶん  き も    おもて で2.わたしは、自分の気持ちが表に出ないようにする。・・・・
じぶん  き も         ひと  い3.わたしは、自分の気持ちをすぐに人に言 う。
じぶん   き も           かお で
4。 自分の気持ちは、すぐに顔に出る。・ 。・・・ °°・・・・
じぶん  き も    ひと  し
5。 わたしは、自分の気持ちを人に知 られないようにする。・・
じぶん  き も    すなお  だ6.わたしは、自分の気持ちを素直に出す。








「よくあてはまるJ、「とてもよくあてはまる」       のうち、
あなたにとつて、ぴったりのものを1つ選んで、
Oをつけてください。
こた    かた   れい      、｀
◇答え方の例◇
き も    わす















































































じぶん  き も    おもて  だ
① 自分の気持ちを 表 に出さないようにする。。・・・ `
き も    かん          ぜつたい  おもて   だ
② イヤな気持ちを感じたとき、絶対に ―表 に出さない。
じぶん  き も     こころ  なか かく
③ 自分の気持ちを 心 の中に隠す。・ 。・ 0,0'・●●
④ うれしいと思つたとき、
おもて  だ           き          ゛・ ・  ・
うれしさを表 に出さなぃように気をつける。































































さむ    ほう    おも








































とお                                             ・ ・ °
通そうとする。
しあわ       おも
2.わたしはとでも幸せだ と思 う。
























































15,自分を守るためなら 暴力 をふるうのも 。...
しかたないc
16。かっとなつても すぐにおさまる。






たす             とも             おも     ・ ・ ・
助けてくれない 友だちもいる と思う。














































ヽ｀                                              ・   ・ ・  ・  ・ ・
はつきり言う。
24.本気で いやだ と思う人がたくさんいる。・・・・
25。わたしの悪口を言 う人が 多い と思う。・・・・・
26.どんなことがあつても 人をたたいたり
おも       °・ ・ ・ ・
けつたりしては いけない と思う。
27.よく口げんかをする。・・ :・・・・・・・ ,・・・・









か  かた  れい
◆ 書き方の例 ◆
1.暑い ・・・・・・ 。・・ ●o














































































































′い酉己考卜る・ ・ ・ ・ ・・ ・ 0 。・
腹が立つ・・・ 000・・・
興味をもつ・・ 。・・ e.。。






































































14。 おびえる 。・・・ 。・・・・・
15。 陽気な・ 00・・・・・・・・
16.きんちょうする 00・・・・・





22. はずかしい 0 。・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
お
23.落ちついた・ 00・0・ ●●e
































































































































か           か た
書 き 方























































5。 学校さえなければ、毎日楽しいだろうなと思う。 ・・・ 。・
がっこう    たの
6。 学校には楽しいことがたくさんある。























がっこう  い      たの9.学校へ行 くのが楽 しい。 ・・・・・ 0 0 o o●●●・ 0・ 0
がっこう  す
10:わたしはこの学校が好きだ。
いま                  す
11。 今のクラスがとても好きだ。
がつこう            いちばんたの
12.学校にいるときが一番楽ししヽ
がっこう  す          びようき  やす                きぶん
13.学校が好きなので、病気で休むと、そんをした気分になる。
まる      わす
○をつけ忘れたところがないか、もう一度みなおしてください。
appendix9　学校生活教授感情測定尺度
